
作品名「ソレノイドDCモーターArduinoを
使った牛乳パックカッター」

水縄小学校５年 豊福 旺佑さん

久留米市長賞

【講 評】

牛乳パックを切るために、プログラミング
を活用し、ソレノイド、DCモーターを操作す
るなど、独創性に優れています。QRコード
で動作が視聴できるのもユニークでした。

また、使用済みの牛乳パックを切断して
再資源化する取組みは、昨今注目される
サスティナビリティ（持続可能性）の考え方
にも通じています。



作品名「熱中症予防装置～農家の負担を減らそう～」
宮ノ陣中学校２年 田中 暁さん

久留米市教育長賞

【講 評】

環境省が熱中症予防の指針として
示している35℃以上での野外活動等
の中止や28℃以上では30分おきに
休憩をとることを意識できるように、
マイクロビットを使ったプログラム
作りに取り組み本機器を製作してい
ます。

近年の酷暑対策としての素晴らし
いアイデアと完成に至るまでの努力
に感銘いたしました。



作品名「地層の重なりの順番は雨水のろ過に影響するか」
城島中学校１年 吉村 春真さん

久留米工業大学賞【中学生の部】

【講 評】

地層を入れ替えるという発想は非
常に科学的であり、開発・研究者とし
ての才能を感じさせます。

天然水を超える「おいしい水」を作
る方法が開発されれば、極めて重要
な発明となるでしょう。

【金 賞】



作品名「セミの飼育と生態調査における三年間の発見」
屏水中学校２年 猪口 嘉南斗さん

【講 評】

10年のセミ捕獲歴には驚きま
す。さらに、3年間の非常に精
密な観察結果や、飼育方法の
改良などはすでに研究者レベ
ルと言ってよいと思います。

この先も研究を続ければ、
きっと大きな発見につながる
と思います。

久留米工業大学賞【中学生の部】

【銀 賞】



作品名「土の中で分解される
『生分解性プラスチック』とは」

櫛原中学校３年 藤井 優華さん

【講 評】

生分解性プラスチックはプラス
チックによる環境汚染に対する解
決策の一つとして期待されていて、
テーマはとても学際的です。

実際に生分解性プラスチックを
作成し、自然の環境下で分解する
ところまで観察したことはとても
良かったです。

久留米工業大学賞【中学生の部】

【銅 賞】



作品名「魚で野菜・果物を育てる!?アクアポニックス」

城南中学校１年 横山 愛佳さん

【講 評】

アクアポニックスの作成を通して
SDGsへの関心を高められたことはと
ても良かったと思います。

この経験を元にして、周りの人にも
アクアポニックスを広めていって欲
しいです。

久留米工業大学賞【中学生の部】

【特別賞】



作品名「天気と気圧の関係～気圧計作り～」

金丸小学校５年 名切 楓花さん

久留米工業大学賞【小学生の部】

【講 評】

気圧計を自作して、実際に観測を行い、
気圧について考えた研究です。

気圧計の仕組みは簡単ですが、その
装置をどのようにしたら生かせるかを考
え、3時間おきの測定から測定精度をし
らべたり、急激な気圧の変化を与えてみ
たりと、実験条件を試行錯誤した素晴ら
しい研究です。

【金 賞】



作品名「影と光 調べてみたら・・・」
篠山小学校６年 三好 利佳さん

【講 評】

壁に映る影の大きさを調べてみたい
という素直な理科的興味からから着想
し、物理学、数学的な考察に発展して
いる研究です。

光源と物体、影の関係を比例してい
ると予想し、方程式で証明しようとした
点が特に素晴らしいと思いました。

久留米工業大学賞【小学生の部】

【銀 賞】



作品名「メダカには、何色が見えているの?」
篠山小学校４年 中村 碧さん

【講 評】

昨年の自由研究(メダカの定位行動)
から得られた疑問を更なる研究へと繋
げた着眼点はとても素晴らしく、各条
件に対する予想・実験・考察の組み立
てや、メダカの観察から得られた情報
などをとても丁寧にまとめられている
良い作品です。

【銅 賞】

久留米工業大学賞【小学生の部】



作品名「アゲハチョウとすごした123日」
犬塚小学校２年 森永 健太さん

【講 評】

アゲハチョウの幼虫を「みかん」、
「レモン」、「すだち」の葉っぱに分けて
育て、１２３日間も観察を続けたこと
は素晴らしいと思います。

ていねいに観察し、成虫になる様
子を連続した写真で、分かりやすくま
とめることが出来た良い作品です。

久留米工業大学賞【小学生の部】

【特別賞】


